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【学校教育目標】 
・自ら考え、進んで真理を求め、創造する生徒               ＜希望＞ 
・ひろい豊かな心をもち、礼儀正しく思いやりのある生徒       ＜誠実＞ 
・正しく判断し、責任と勤労を重んじて協力しあう生徒      ＜公正＞ 
・心身をきたえ、すこやかで何事にもねばり強くやりぬく生徒  ＜剛健＞ 

【吹奏楽部 花畔神社祭例大祭から】 

「樽の中のワイン」～寓話から～ 

「生徒一人ひとりの主体的な態度」の育成を目指して      

                                  生徒会係 甲谷 敬三 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 この「樽の中のワイン」という話では、「自分くらいやらなくたって・・・」「きっと誰かがやって

くれるだろう・・・」という意識の結果、お酒は一滴も入っていなかった（お祝いの宴で誰ひとりお

酒を飲めなかった）ということになります。 

この話を、学校生活を通して考えてみます。学校では、係活動や当番活動を学級や班で協力しなが

ら生活します。これは、集団で生活するために必要なことです。もし、同じように「自分くらい・・・」

「きっと誰かが・・・」という意識の人がいたとしたら、他の誰かに負担がかかってしまったり、誰

か一人の仕事が多くなったりすることにつながってしまいます。  

そして、そういう意識の人が多くなってしまったら・・・？学級全員だったら・・・？きっと、そ

の学級の取組は、成果もなく、誰も充実した気持ちをもてず、成長する機会も失って終わってしまう

のではないでしょうか。 

 さて、９月１２日から文化発表会の特別日課が始まりました。文化発表会のテーマ「花束～みんな

の個性を灯らせて～」のもと、生徒会を中心とした全校の取組がスタートしています。新たな取組で

ある学級 PRも楽しみです。そして何より、今年度から復活した合唱コンクール！活動時には、各学

級の歌声が響き、花中校内はメロディーであふれています。日を追うごとに、一人ひとりの意識の高

まりが感じられ、各クラスの合唱を聴ける日が、今から楽しみでなりません。 

生徒一人ひとりが仲間と支え合いながら、学級・学年・そして学校全体が一丸となって、素敵で思

い出に残る、最高の文化発表会を創り上げたいです。みんなで主体的に意欲的に活動に参加し、積極

的に取り組めば取り組むほど、素晴らしい作品と大きな成果につながることは間違いありません。本

番まであと少しになりました。「誰かが・・・ではなく、私が」を期待する日々です。 

 

  

ある山奥の村で祝いの宴を開くことにした。しかし、お祝いのお酒がない。そこで、空の樽を用

意し、前日までに村人それぞれが一瓶分の酒を樽の中に注ぎ入れておくようことにした。 

 当日までには樽はいっぱいになった。いよいよ祝いの宴が始まり、乾杯をして、一斉にお酒を飲

み始めた。しかし、どうしたことだろう。樽から注いだ液体はまったく酒の味がしない。 

 それはまるで水のようだった。突き刺すような静寂が立ち込めた。しばらくして、村人が立ち上

がってこう言った。「みなさんに告白します。実は、みんなが酒を注ぎ入れるだろうから、私が一

瓶くらい水を入れたって、誰にも分からないだろう。そう思ったんです。」 

間髪を入れず、別の男が立ち上がった。「実はおれも同じことを・・・。」 

その後、次々に「私もです。」「おれもです」と言いだし、とうとう村人全員が同じことをしてい

たことがわかった。 

 



あすなろ学級は、校外学習で小樽水族館に行ってきました。バックヤード体験では、普段は入れない施設の内部を見るこ

とができました。飼育スタッフと一緒に、バックヤードならではの道具を見せてもらうことができました。実際に魚に触れ

る機会などもあり、生徒たちも興味津々でした。 

3年生は、上級学校訪問として専門学校や大学を訪れました。キャリア教育の一環として、本校 3年生が毎年行っていま

す。将来の職業選択の参考となることを期待しています。 

また、石狩市議会を訪れ、議場に初めて入り、議会での答弁の様子を傍聴しました。生徒達の身近な話題について話し合

われており、関心をもって聞いていました。 

1年生は、国際理解として「世界がもし 100人の村だったら」という書籍をもとにしたワークショップを体験しました。 

貧困の度合、教育格差、経済的な不平等などを体感でき、生徒も多くの気づきを得るものであったと思います。 

また、福祉体験では、車いすに試乗したり、足の不自由さを体験したりと、相手の立場に立って考える視点を得ていました。

今後、ここまでの一連の学習を「花中平和プロジェクト『人権』」としてまとめ、発表し合います。 

教育実習生 授業の様子から 

天本実習生             岡山実習生 



   

 

 

 

 

  団体戦  個人戦  

テニス男子  市内優勝  

加藤慎琉・菊池奏優ペア  優勝 管内大会出場 

上原一勇・鷲見和真ペア 準優勝 管内大会出場 

平田凰真・庄司維吹ペア  5位  管内大会出場 

佐々木絢之朗・原田龍翔ペア 6位 管内大会出場 

テニス女子  市内 3位  
三好結菜・五十嵐まゆはペア 7位 管内大会出場 

佐藤吏桜・三好杏梨ペア 9位 管内大会出場  

バド男子 市内 3位 

 

髙橋伶汰  3位 

バド女子 市内優勝 

菅原ここ  優勝 

甲地結夏 準優勝 

武田樹里  3位 

バスケ男子 市内優勝   

  

バスケ女子 市内準優勝 

陸上 

 

※管内大会結果 

男子１００m  優勝  大島颯良    男子２００m   優勝 大島颯良 

男子四種競技  優勝  蜂谷悠真    男子１１０ｍH 準優勝 蜂谷悠真 

 男子８００ｍ  準優勝 矢野 歩    男子１５００m 第３位 矢野 歩 

 男子四種競技  第３位 池田圭吾    男子砲丸投   第５位 池田圭吾 

 男子走高跳   第 4位 藤田優将 

 女子１００mH   第４位 西岡乃愛 

 男子四種競技  第 6位 小原煌史 

 女子８００ｍ  第 8位 佐々木小春 

女子四種競技  第 8位 佐々木凛花 

 

 全校生徒 400 人の花中で

は、数学の習熟度別少人数指

導やティームティーチング、

放課後学習会、テスト前補充

学習といった全校的な取組

と、学年ごとの工夫ある取組

（次号で紹介）で、学力向上を目指

しています！ 
【ティームティーチング】 

９月６日（金）・７日（土）に市内中体連新人戦が行われました。1・２年生の体制での初

めての公式戦、各部の結果と大会の様子です。（陸上部は管内大会の結果です。）

花中も 
再生可能エネルギー100％
の電力を使用しています！ 

テニス男子団体・バスケ部男女団体は管内大会に出

場します。 

陸上部では、全道大会に出場し、大島君が 100ｍ、

200ｍで優勝、蜂谷君が、四種競技で 6位入賞でした。 

（バド男女は団体・個人とも管内大会がありません。） 



  ☆ 10月の予定 ☆ 

 

戦国武将達の名言・格言から 
----------------------------------------- 

 

「一歩一歩、着実に積み重ねていけば 

予想以上の結果が得られるだろう。」 

  豊臣 秀吉 

 
百姓（下級武士とも言われた）の息子と

いう立場から、一代で天下人になった戦国

武将。織田信長に仕え、織田信長の死後

は、「本能寺の変」で織田信長を死に追い

やった明智光秀、次いで対立していた「柴

田勝家」を破り、1590 年（天正 18 年）

に天下統一を果たしました。  

豊臣秀吉は、農民が武器を持つことを禁

じた「刀狩令」の発令、全国の土地の生産

高を確定する「太閤検地」の実施など、政

治的にも大きな実績を残しています。ま

た、その性格は派手好きであり、壮麗な

「大阪城」（大阪市）や「聚楽第」（じゅら

くだい：京都市）を作りました。  

「一歩一歩、着実に積み重ねていけば、

予想以上の結果が得られるだろう」という

言葉は、豊臣秀吉の名言・格言のひとつ。       

決して高い身分ではないものの、功績を

重ね、出世していった豊臣秀吉らしい言葉

です。「仕事をひとつずつ着実にこなせば

成功につながる」ということは、現代にも

通じています。  

変化の激しい時代の中で、次々に新しい

挑戦が求められる毎日ですが、ひとつひと

つを焦らず、着実にやり遂げることも大切

であり、必ずや今後の成功に結びつくはず

です。みなさんはどう思いますか？  

 

お子さんとご家庭で話題にしてみませんか？ 

日 曜 行事予定など 部活 給食

1 火 ○ ○

2 水 ○ ○

3 木 文化発表会前日準備 × ○

4 金 第38回文化発表会 × ○

5 土 　 ○ ・

6 日 ○ ・

7 月 ○ ○

8 火 ○ ○

9 水
市内中学校音楽発表会
会議日 × ○

10 木
３学年学力テストＢ
各委員会（前期反省）

○ ○

11 金
前期終業式　生徒会集会
前期通知表配布　3学年後期中間テスト
範囲表配布

○ ○

12 土 秋季休業（～14日） ○ ・

13 日 ○ ・

14 月 スポーツの日 ○ ・

15 火
後期始業式
全学年英検ＩＢＡ検査 ○ ○

16 水 会議日 × ○

17 木
３学年得点通知表配布
生徒会役員選挙　CS委員会②

○ ○

18 金 石教研専門部会第二次協議会 × ・

19 土 P道ブロック研千歳大会（～20日） ○ ・

20 日 　 ○ ・

21 月
３学年テスト前諸活動停止（～24日）
３学年テスト前補充学習①

△ ○

22 火 ３学年テスト前補充学習② △ ○

23 水
２学年職場体験前日集会
会議日 × ○

24 木 ２学年職場体験 △ △

25 金
３学年後期中間テスト
漢字検定 △ ○

26 土 ○ ・

27 日 ○ ・

28 月
教育相談開始（～11/15)
第３回PTA役員会

○ ○

29 火 第２回参観日（全学年道徳）
再

16:00 ○

30 水 校外学習（１年) ○ △

31 木
管内中文連生体・英暗発表会（江別）
各委員会（１１月・議案） ○ ○


